
 

 

 仙台市では、市民の皆さまからの意見を取り入れながら新しい総合計画づくりを進めるにあたり、 

実際にまちづくりに取り組んでいる方たちの活動の現場（フィールド）を見て、聞いて、みんなで話し合って、 

市民の力の輝くまちづくりを考えていく「まち歩きフィールド Café」を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 さまざまな年代の参加者同士がグループ（グル

ープききょう、ゼラニウム、ぶどう、だいこん草）を

組み、４つのフィールドを順に訪問し、活動の実践

者からお話を聞き、活動現場を見学した後、先に

訪問したグループの意見を踏まえながら、各フィー

ルドの可能性や課題の発見、今後に向けた企画

などを話し合いました。 

 

 

 

 ４つのフィールドを訪問後、仙台市市民活動サポ

ートセンターで開催された全体会で、参加者自身

ができることやしてみたいことを出し合い、それら

をつないで、グループで地域のためにできることを

考え、寸劇の形式でまちづくりへの参画を呼びか

けるコマーシャル(CM)を作成しました。 

 

 



 

 

 

 

 市民力が輝くまちづくりを進めていくために、「まち歩きフィールド Café」を通して 

参加者の皆さんが気づいたこと、学んだこと、もっとこうなったらいいと感じたことなどを 

「まちづくり市民フォーラム」、「仙台市総合計画審議会」で 

参加者の代表により発表しました。 

 

 

 私が、この活動の時間に感じたことは、年

代も職業も全く異なる人たちが集まって、限

られた時間の中でひとつの結果を出すため

に協力し合い、チームワークをつくることが

できるんだという驚きと喜びでした。これこ

そ、まさに市民力、人間力なのではないか

と感じました。 

すごいパワーの市民力を感じることがで

き、自分たちも生活する上で自然にまちづく

りに関わっているんだという意識も芽生え

ました。 

 



 

 

 

発表者と審議会委員との意見交換

風景 

 

審議会委員： フィールドでの活動のエネルギーは何だと感じま

したか。 

発表者： 自分のできること、したいことから始めているの

で、実践者の方々は活動に誇りを持っており、そ

れがフィールドでのエネルギーの源になってい

る。 
 

 


